
 

 

 

 

 

平成２９年３月 南魚沼市議会定例会 
一般質問順位表 

 

質問順位 議席番号 質  問  者 

1 16 寺  口  友  彦 

2 3 広  田  公  夫 

3 12 鈴  木     一 

4 13 塩  谷  寿  雄 

5 18 岡  村  雅  夫 

6 23 阿  部  久  夫 

7 8 中  沢  一  博 

8 6 佐  藤     剛 

9 2 中  沢  道  夫 

10 5 塩  川  裕  紀 

11 24 関     常  幸 

12 10 桑  原  圭  美 

13 7 田  村  眞  一 

14 17 中  沢  俊  一 

15 20 腰  越     晃 

16 25 若  井  達  男 

17 15 小  澤     実 

18 1 田  中  せ つ 子 

19 9 勝  又  貞  夫 

計    １９名 



 

 

【質問方式】（いずれも質問制限時間（答弁時間を含まない。）は 30 分）  

 

一括質問一括答弁方式：  全質問項目を一括して行い、答弁も一括して行う。 

（初回は登壇して行い、質問回数は３回まで。）  

一問一答方式：  質問及び答弁を一問ずつ行う。（ただし初回の質問

は、登壇して最初の質問項目のみをまとめて行う。

質問回数に制限なし）  

複合型一問一答方式：  一問一答方式において、質問大項目の最初の質問

はまとめて行い、以降は一問ずつ行う。  



－1－ 
 

質 問

順 位 
質  問  内  容  

１ 
 

１ 保健・医療・福祉について 

 

生活困窮者自立支援の子どもの学習支援には、子育て支援課、

福祉課、学校教育課、子ども若者育成支援センターの横断的な総

がかりで臨むべきである。 

 

 

２ 教育・文化について 

 

新設される生涯スポーツ課と南魚沼市文化スポーツ振興公社の

スポーツパラダイスとの整合性をどう考えているのか。 

 

 

３ 環境共生について 

 

環境行政に携わる環境課、廃棄物対策課、下水道課を１か所に

まとめて、南魚沼市環境基本計画の効率的な実施を目指すべきで

はないか。 

 

 

４ 産業振興について 

 

（１）今泉記念館とふれあい支援センターの指定管理者を交換して、

中心市街地の観光交流活性化と定年退職者の労働力有効活用を

目指すべきではないか。 

（２）商工観光課を商工課と観光交流課に二分して、庁舎北分館３

階に事務所を据えるべきではないか。  

 

 

５ 行財政改革・市民参画について 

 

地域再生推進法人を作り、地方創生推進室の事務をすべて委託

するのは丸投げであり、市民参画から遠のくのではないか。  

議 席 

１６  

寺

口

友

彦 

（
複
合
型
一
問
一
答
方
式
） 

 

 



－2－ 
 

質 問

順 位 
質  問  内  容  

２ 
 

１ 市職員の意識の向上を（職員の意識改革）  

 

（１）市長は、市職員は支払われる給料に見合う、またはそれ以上

の働きをすると示された。職員には、その市長の考えを具体的

に示したのか。 

（２）議員の報酬、特別職の給与の引き上げは、現状の財政状況で

は認められないと考えるが、いかがか。 

（３）勤務成績評定の公開と給料の昇給額への反映について 

①市長は、人事評価の結果公表は給料表の級別部別の公表を検

討すると示した。大阪市等の事例は検討したか。公表時期は

いつか。 

②市長は、人事評価給の給与、分限の人事管理に活用すると示

した。これまでの反映状況と、今後の反映方法に変更がある

のか伺う。 

  

 

２ 効率と正確性の確保のために、議事録検索システム導入を再検

討する考えはあるか 

 

（１）全国と新潟県内の議会導入実績を、確認しているのか。  

（２）議事録検索システムに議会資料、委員会資料、更に各種の会

議資料に、拡大すれば効果大になる。その為に議会議事録から

の導入が必要。電算室に、費用対効果についての意見は確認し

ているか。 

 

 

３ 小学校・中学校のタブレット教育について  

 

（１）新潟県内での小学校 ・中学校のタブレットの普及率はどのく

らいで、南魚沼市の普及率は上位なのか。  

（２）タブレットの自宅持ち帰りは、技術的に可能か。セキュリテ

ィ対策、運用面での問題点は何か。 

（３）現状では予算的に、全児童生徒にタブレット貸与は無理だが、

早期実現に向けて、持ち帰り運用を試行する考えは有るか。試

行するとして時期はいつ頃か。 

議 席 

３  

広

田

公

夫 
（
複
合
型
一
問
一
答
方
式
） 

 

 



－3－ 
 

質 問

順 位 
質  問  内  容  

３ 
 

１ 移住・定住促進を妨げるものについて  

 

（１）大雪のたびに運休する電車について 

 

（２）大雪のたびにマスコミ、マスメディアによる雪国は住みにく

いと感じさせる報道について 

 

 

２ 生活雑排水(産廃)の処理について 

 

六日町浄化センターでは雑排水(産廃 )の処理ができなくなり、

民間業者で処理することになる。価格の高騰が心配されるが、ど

う考えているのか伺う。 

 

 

３ 指定管理について 

 

（１）1 つの例として「文化スポーツ振興公社」への委託と直営とを

比較した場合、どの程度安くなっているのか。 

 

（２）指定管理の公募では、理念どおり数社の応募があるのか。 

 

（３）市民会館、ディスポートなどは単独での指定管理か。 

 

議 席 

１２  

鈴

木

 

一 

（
複
合
型
一
問
一
答
方
式
） 

 

 



－4－ 
 

質 問

順 位 
質  問  内  容  

４ 
 

１ 市を売り出していく施策は 

 

ＳＮＳ等を利用した動画配信を行い、市のＰＲを行ってはどう

か。 

 

 

２ 市内子どもたちの学力向上のための施策を  

 

新たなる取組として、東大生を講師に招く施策はいかがか。  

 

議 席 

１３  

塩

谷

寿

雄 

（
一
問
一
答
方
式
） 

 

 



－5－ 
 

質 問

順 位 
質  問  内  容  

５ 
 

施政方針について 

 

市長になって初めての予算編成ご苦労様でした。公約を掲げ当

選され、満足のいく編成になったか所見を伺う。合併特例措置も

終わり財政健全化指標の改善は厳しく、財源確保が難しい現状と

述べている。市民の暮らしはさらに厳しい。まさに暮らし応援の

予算が組まれたかである。 

 

（１）大和病院の 15 床を地域包括ケア病床とした。療養病床 38 床

の復帰が必要と思うが所見を伺う。 

 

（２）新ごみ処理施設の建設候補地を全て不適当とした。行政主導

で選考すると言うが、今後の手法を伺う。用地選定に傾注した

一年、基本計画策定の遅れが心配だ。平成 33 年度から普通交付

税一本算定となる。総事業費を想定し、財政計画を持って慎重

に進めるべきと考えるが進捗状況を伺う。  

 

（３）林業の振興で循環型社会の構築を目指すとしているが、ペレ

ットストーブ補助金の継続など、従来どおりの域を脱していな

い。補助事業を活用して魚沼産木質ペレットの製造が行われて

いたが、製造中止の話を聞く。平成 21 年の「バイオマスタウン

構想」を練り直し、公約の「里山再生」の道付けを示し、循環

型社会の構築へ踏み出すべきと考えるが所見を伺う。 

 

（４）ＣＣＲＣを「南魚沼市まち・ひと・しごと創生総合戦略」の

基軸事業とすると宣言している。当初、市の役割はインフラ整

備等で、企業が開発するから財政負担はわずかといわれていた。

基軸事業と企業パートナーのリスク負担の提案は、市主導の施

策に姿を変えようとしている。未定（不確実）の移住者のため

の事業展開は企業に任せ、圧倒的多数の 5 万 8,000 人市民のた

めの市政を構築していくべきと思うが所見を伺う。  

議 席 

１８  

岡

村

雅

夫 

（
一
問
一
答
方
式
） 

 

 



－6－ 
 

質 問

順 位 
質  問  内  容  

６ 
 

１ 雇用促進について（有効求人倍率） 

 

  市長が、掲げた公約の大きな柱として「若者が帰ってこられる、

住み続けられる故郷」に熱意を持って取り組んでいることを心強

く思っているところである。 

   人口減少対策として、ＣＣＲＣ構想やグローバルＩＴ構想に力

を入れ、定住促進や雇用創出を目指すとしているが、市長として

力量が問われるところである。 

   市の有効求人倍率は、県内１位であり、2.61 倍と高いが、就職

先があってもマッチングしないと考えられる。  

   このままの状態が続けば、活力が失われ、市長が掲げる「若者

が帰ってこられる、住み続けられる故郷」が、一段とかけ離れて

行くと思う。 

   なんといっても地元で生まれた方が地元で生活出来る事が１番

だと思う。 

   若者の雇用問題だけでなく、女性や中高年者の雇用問題をどの

ように考えているか伺う。 

（１）有効求人倍率をどのように捉えているか。また対策は。 

（２）行政、企業、学校関係との連携は。 

（３）「Ｕ＆Ｉときめき課」と「産業振興部」との結びつきは。 

 

２ 小学校でのスキー授業の拡大を 

 

   南魚沼市は、市民が生涯にわたって健康で文化的な生活を送る

ことを目指して、平成 27 年 10 月に南魚沼市スポーツ健康都市宣

言を行った。また先の市長施政方針では、地域の自然環境や特性

を生かした生涯スポーツ課を教育委員会に設置するなどの内容が

あり、大いに評価するところである。 

   南魚沼市も冬季には学校教育として、クロスカントリーやアル

ペンスキーの授業に取組んでいる。これは、スキーの向上だけで

なく、体力の維持や増進を図ってのことだと思う。 

   その中で、アルペンスキーでは、各学校で違いがあるが、大体

年１回である。スキー場に恵まれた当市において、年１回では残

念な気がする。 

   地域の特色として、枠を広げる必要があると思うが見解を伺う。 

議 席 

２３  

阿

部

久

夫 

（
一
問
一
答
方
式
） 

 

 



－7－ 
 

質 問

順 位 
質  問  内  容  

７ 
 

「未来への投資」へ具体的推進について  

 

愛する南魚沼市へ。 

子や孫が「希望ゆきわたる未来」へどう投資し、ずっと「住み

続けられるふるさと・南魚沼市」にどう取組支援していくか、市

長に問う。 

 

（１）「データヘルス」の取組支援とビッグデータを活用した健康寿

命と医療費削減について 

 

（２）介護士・保育士の処遇改善の実態と人材確保について  

   （市独自の認定ヘルパー資格養成の推進・南魚沼地域内での保

育士養成講座の開催を含む。） 

 

（３）給付型奨学金の創設に伴う、当市の実態と取組について  

 

（４）幼児教育の無償化推進について 

 

議 席 

８  

中

沢

一

博 

（
一
問
一
答
方
式
） 

 

 



－8－ 
 

質 問

順 位 
質  問  内  容  

８ 
 

高齢者が安心して暮らせる「地域包括ケア」の具体的推進  

 

団塊の世代の全てが 75 歳を迎える 2025 年には、全人口の４人

に１人が 75 歳以上という超高齢社会となる。 

このことは、今まで経済を支えてきた団塊の世代が今度は給付

を受ける側になり、社会保障財政のバランスが崩れるという不安

がある。そこで、国は包括的、継続的な「地域包括ケアシステム」

という新しい社会システムを 2025 年までに各自治体で構築するこ

とを求め、市もその準備を進めてはいるが、国が示した時間は迫

っている。第７期介護保険事業計画の策定を行うこの時期をとら

え、提言も含めて高齢者が安心して暮らせる「地域包括ケア」の

具体的推進を問う。 

 

（１）南魚沼市在宅医療連携協議会でのこの 1 年間の地域包括ケア

システム構築に向けた取組と、今後の進め方は。 

 

（２）地域完結型医療体制での「在宅医療」「在宅介護」実現に向け

て、次の点はどこまで進み、また今後どう進めるか。 

①「地域包括ケアシステム」のエリア設定をどうするか。 

②在宅医療を支える「医療・介護資源」の現状と不足する資源

の把握は。 

③「地域包括ケアシステム」を機能させる多職種連携をどうつ

くるか。 

 

（３）2025 年までの地域包括ケアシステム構築に向けたスケジュー

ルと、そのための介護保険事業第７期計画の意義（役割）  

 

（４）高齢者の支え手の減少を補う環境づくりについて  

①健康寿命を延ばす「予防」施策の充実を。 

②ボランティアを含むこれからの生活支援の体制は。 

 

（５）高齢者が安心して暮らせる「地域包括ケア」実現のために、

トータルなまちづくりを進める考えは。 

議 席 

６  

佐

藤

 

剛 

（
一
問
一
答
方
式
） 

 

 



－9－ 
 

質 問

順 位 
質  問  内  容  

９ 
 

１ 水道料金の引き下げについて 

    

（１）市長の所信は矛盾していると思うが、真意を問う。 

 

（２）水道会計の財政状況からすれば、引き下げは難しい事は理解

できるが、その事も理解した上で、市長選に臨んだのではない

か。 

 

（３）国の言いなりを続けていては、抜本的な引き下げは出来ない。

国の政策を変える覚悟はあるか。 

 

 

 ２ 国の減反政策の終了に対する対応について  

 

（１）平成 30 年から国は減反政策を廃止するが、これは農政の大転

換であり、農家にとっては経験のない事態であり、市はどう対

応していくつもりか伺いたい。 

 

（２）ここ数年で農地の集積が進み、大規模経営体が増えたが、米

価の下落は経営危機に直結する。その点も踏まえた対応はどう

考えるか。 

 

（３）来年からの話であり、早く方向性を示さないと混乱を招くの

ではないか。 

 

 

３ 中小企業者等振興基本条例の活用について  

 

   条例の制定を歓迎するが、どう運用していくかが肝心である。

「審議会（推進委員会）」などを作って検証していくつもりはない

か。 

議 席 

２  

中

沢

道

夫 

（
複
合
型
一
問
一
答
方
式
） 

 

 



－10－ 
 

質 問

順 位 
質  問  内  容  

１０ 
 

１ 国道 253 号八箇峠道路の暫定開通について 

 

国道 253 号八箇峠道路の十日町市八箇から当市野田間が平成 29

年度中に開通する見込みである。交通の利便性から大型車をはじ

め、自動車の交通量が急激に増加すると思われる。地域住民の安

全確保について、市長の考えを伺う。 

 

 

 ２ 浦佐駅構内の空きスペース活用について  

 

浦佐駅構内の空きスペースの有効活用について、市長の考えを

伺う。 

 

 

 

議 席 

５  

塩

川

裕

紀 

（
一
問
一
答
方
式
） 

 

 



－11－ 
 

質 問

順 位 
質  問  内  容  

１１ 
 

１ 医療再編とゆきぐに大和病院について  

 

魚沼基幹病院が平成 27 年６月に開院し、「地域完結型医療」を

目指し、魚沼圏域の医療再編がスタートする。ゆきぐに大和病院

も同年 11 月に２つの病院に再編した中で、以下の２点について市

長に伺う。 

 

（１）地域の病院がばらばらに医療を提供していては、限られた人

材・設備の中で十分な医療サービスが難しくなる。魚沼基幹病

院を核として、地域全体でひとつの病院を構築するとスタート

した。そこで、公立病院の医療再編の進捗状況について伺う。  

 

（２）昭和 51 年に 86 床の町立大和町病院が開設され、昭和 56 年に

ベット数が 200 床となる。平成 11 年に「ゆきぐに健康の杜」が

策定され、老朽化に伴う大和病院の建設が今の魚沼基幹病院（当

時の駐車場）の場所で計画される。現在の「ゆきぐに大和病院」

は、エネルギー棟や諸設備の老朽化が進み、早期の建設が求め

られるが考えを伺う。 

 

２ フットパスで地域興しを 

 

２年前に「浦佐西山と五箇地域の明日を考える懇談会」が開催

された。大きな投資を必要とせず、遊び心で活動し、地域を活性

化させようと「フットパス」が提案された。旧三国街道の山道迂

回路を整備し、一昨年と昨年「日本フットパス」協会の皆さんか

ら歩いていただいた。 

市長も４年前の議員時代には、一緒に熊本県美里町のフットパ

スを歩き、南魚沼市の新たな観光資源にと話し合ったが、以下の

点について市長の考えを伺う。 

 

（１）フットパスを南魚沼市の観光戦略にどうか。 

 

（２）先行している「浦佐地域」に行政支援（ワークショップ、マ

ップ作成）を。 

 

議 席 

２４  

関

 

常

幸 

（
複
合
型
一
問
一
答
方
式
） 

 

 



－12－ 
 

質 問

順 位 
質  問  内  容  

１２ 
 

多機能型子育て支援施設の設置を 

 

多様化する子育て支援へのニーズに対応することは重要な市民

サービスの一つである。先日、会派で世田谷区の民間運営による

多機能型子育て支援施設を視察したが、一つの建物の中で複数の

サービスが受けられる子育て支援の拠点となっていた。  

保育、産前産後ケア、一時預かり、病児・病後児保育、発達相

談等を複合的に行える施設は、利用者が多く非常に好評であった。 

都会のように民間企業による施設整備は期待できないが、学校

統合で発生する空き校舎や空きスペースの利活用により、その趣

旨の施設を設置できないか伺う。 

 

（１）これまでの病児・病後児保育の成果と今後について  

 

（２）産前産後のケアの充実について 

 

（３）発達相談について 

 

（４）統合後に閉園される塩沢保育園と多機能型子育て支援施設の

設置について 

 

 

議 席 

１０  

桑

原

圭

美 

（
一
問
一
答
方
式
） 

 

 



－13－ 
 

質 問

順 位 
質  問  内  容  

１３ 
 

１ 子ども医療費助成の対象を高校卒業まで拡充を 

 

湯沢町では 18 歳以下までの子ども医療費が全額無料である。魚

沼市では対象年齢を高校卒業まで広げるとする新年度予算が上程

された。 

市長は昨年 12 月議会で「私の公約として対象年齢の引き上げを

検討していく」と答えた。しかし、当市の来年度予算には反映さ

れていない。子ども医療費助成の対象を高校卒業まで拡充するべ

きではないか。 

 

２ 市民の願いにかなった「新総合事業」について 

 

この４月から「新総合事業」が始まる。市民の願いにかなった

「新総合事業」とするために、以下市長の見解を伺う。 

 

（１）「新総合事業」で行う事業内容、事業を担う事業所および従事

する人員の確保がどの程度行なわれているか。必要とする人に

サービスが保障されているか。 

（２）サービスの質を落とさないよう、「現行相当」のサービスを維

持してほしい。無資格者やボランティアなどによる「多様なサ

ービス」への置き換えをしないようにするべきだが。 

（３）緩和した基準によるサービスの報酬は、現行より低い基準と

なる。事業所収入が減少することのないよう、財政支援を検討

すべきだが。  

 

３ 南魚沼版冬期集落保安要員制度の創設を  

 

   この制度の目的は冬期間、豪雪のため孤立する集落に「保安員」

をおき、地域住民の安全と生活環境の維持向上を図る事である。

南魚沼市でも５集落で 10 人が配置された。その後、機械除雪の普

及等により現在は十日町市など一部の地域で配置され活動してい

る。   

少子高齢化が進む中で、高齢者の方々が冬場安心して暮らせる

よう、集落機能を維持するため冬期集落保安要員制度の創設する

べきではないか。 

議 席 

７  

田

村

眞

一 

（
複
合
型
一
問
一
答
方
式
） 

 

 



－14－ 
 

質 問

順 位 
質  問  内  容  

１４ 
 

移住（ＣＣＲＣ）の受け入れは“異次元”の切り口で 

 

南魚沼市版ＣＣＲＣが今議会でも注視されているが、必ずしも

市民レベルで歓迎されているとは言い難い。受け入れる側の狙い

が、若者の定住に不可欠な良質の雇用創出・起業機会の大量提供

にあるのに対し、市の数年来の取組が、ボリューム的に甚だ乏し

い設定で進められているからだ。首都圏の介護難民が 10 年後には

13 万人にも上ると言われている。受け入れ意欲のある地方自治体

が 1,000 人ずつ受け入れても 130 市町村が必要となる。異次元の

切り口で、戦略を大胆に切り換えるべき時だ。  

南魚沼市は、自らの底力にまだ気付いていない。他の自治体が

無防備な今こそ、持続可能な真の経済効果を生む戦略転換の好機

であるが、しかし余り時間は残されていない。  

 

（１）湯沢町のマンション移住数に何を学ぶか。  

 

（２）当市の受け入れ計画規模と経済効果（＝短期）の検証  

 

（３）市の受け入れるリスク負担の是非 

 

（４）移住者の将来的サービス（医療・介護等）の保障と当市の負  

  担 

 

（５）市職員能力の適正活用 

 

議 席 

１７  

中

沢

俊

一 

（
一
問
一
答
方
式
） 

 

 



－15－ 
 

質 問

順 位 
質  問  内  容  

１５ 
 

１ 中小企業者等振興基本条例の制定と今後の展開について  

 

   地元で生まれる企業を支援し、その発展を促進することは地域

振興の基本である。市長が掲げる「若者が帰ってこれるまちづく

り」の基本となるものと期待する。 

   条例制定を歓迎し、（条例第８条から）今後の具体的な施策及び

事業展開への考えを伺う。 

  

 

２ 生涯学習環境の充実について 

 

   強靭な市民社会の形成へ向けて、どの世代も学ぶことのできる

生涯学習の充実は、喫緊の課題である。  

後期教育基本計画に示された「学びの郷南魚沼プラン」の実現

に向けた考えと今後の進め方について伺う。  

議 席 

２０  

腰

越

 

晃 

（
一
問
一
答
方
式
） 

 

 



－16－ 
 

質 問

順 位 
質  問  内  容  

１６ 
 

新ごみ処理施設建設問題を問う 

 

（１）建設用地の決定は如何に。 

 

（２）処理、燃焼方式と建設プラントメーカーの選定は如何に。  

 

（３）建設に向けた今後のフローは如何に。  

 

（４）最終処分場の現状と今後を伺う。  

 

議 席 

２５  

若

井

達

男 

（
一
問
一
答
方
式
） 

 

 



－17－ 
 

質 問

順 位 
質  問  内  容  

１７ 
 

１ 新設のＵ＆Ｉときめき課、生涯スポーツ課の今後の運営方針と  

特記できる方策等を伺う 

 

 

２ 米販売の取組について 

 

平成 29 年産米の生産数量目標が出され、過去にない市内平均

40.3％の転作率となった。平成 30 年産米からは行政主導は廃止さ

れるが、どのような方向性をもって米販売に取り組むのか、本年

からの取組を伺う。 

 

 

議 席 

１５  

小

澤

 

実 

（
一
問
一
答
方
式
） 

 

 



－18－ 
 

質 問

順 位 
質  問  内  容  

１８ 
 

１ 子育て支援の充実について 

 

市内では高校の学級減、中学の統合、今後は小学校の統廃合も

検討される。少子化問題には、更なる子育て支援が必要と考える

が、市長の考えを伺う。 

 

（１）全天候型遊びの広場整備事業は、平成 29 年～31 年の予算が

6,900 万円だが、平成 29 年は予算が無い。既存施設の有効利用

とあるが、今後の見通しを問う。  

（２）共働き核家族が増える中、男性の育児参画は重要と考える。

ほのぼの広場の利用状況は、男性の利用が極端に少ない。利用

しやすくするための具体的な対策を問う。  

（３）子育て世帯が定住するためには、住宅取得支援が有効と考え

るが、市内業者を利用する事を条件に、新築取得・建替えに支

援できないか。 

 

 

２ 地域防災力強化について 

 

糸魚川大火の教訓を活かしたり、近況に応じた防災対策は充分

か。 

 

（１）オスプレイの広域訓練では、南魚沼地域でも夜間飛行が計画

されているようだが、市民への情報提供や注意喚起は必要ない

か、備える考えはあるか。  

（２）柏崎刈羽原発では、免震重要棟の耐震性不足、不適切ケーブ

ル敷設、会議室火災、低レベル廃棄物輸送中止等トラブル続き

だが、原子力災害対策は充分か。  

（３）地域防災計画では、男女のニーズの違い等に配慮した避難所

運営とあるが、実際には誰がどのようにその役割を担うのか。  

（４）女性消防団員には、どのような役割を期待し、今後の位置づ

けを考えているか。  

（５）防災・消防関連の次年度予算は、当初予算より減額が目立つ

が、消防団運営や自主防災力維持と強化は図られるのか。  

議 席 

１  

田

中

せ

つ

子 

（
一
問
一
答
方
式
） 

 

 



－19－ 
 

質 問

順 位 
質  問  内  容  

１９ 
 

１ 井戸規制の解除と街づくりについて 

 

 

今後の街づくりと井戸規制解除はセットで考えていくべきもの

と思う。下記２点について問う。 

 

（１）井戸規制の条例改正は９月に予定されているが、そのスケジ

ュールを前倒しにできないものか。 

 

（２）旧六日町の中心市街地の活性化について、今後市として打つ

手は何か。 

 

 

２ 我が市政における経費削減について 

 

市長の施政方針に「徹底した経費削減への取組」とあったが、

具体的にはどのように考えているかを問う。  

 

 

３ 今泉記念館の運営・管理について 

 

（１）所蔵品は適切に管理されているか。  

 

（２）所蔵品の多くが埋もれたままになっているのではないか。よ

り多くの市民に見ていただけるように、展示方法に何らかの工

夫をするべきではないか。 

議 席 

９  

勝

又

貞

夫 

（
一
問
一
答
方
式
） 

 

 


